
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
耐火性で透光性の気密容器と；
　気密容器の内部に５ｍｍ以下の電極間距離で対向して封装された一対の電極と；
　ＳｃおよびＮａを主発光物質としてＳｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物を含む第
１のハロゲン化物、Ｍｇ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｚｎ、Ｍｎ、Ｒｅ、Ｇａ、Ｓｎ、Ｆｅ、Ａｌ、Ｔ
ｉ、ＺｒおよびＨｆのグループから選択された一種または複数種からなりランプ電圧形成
に寄与する第２のハロゲン化物、ならびに温度２５℃で５気圧以上のキセノンを含んで気
密容器内に封入されていて、いずれも質量で表したときのＳｃハロゲン化物の封入量をａ
とし、Ｎａハロゲン化物の封入量をｂとし たとき
、ａ／（ａ＋ｂ） が下式を 満足するとともに、水銀を本
質的に含まない放電媒体と；
を具備し、安定時にランプ電力が６０Ｗ以下で点灯することを特徴とするメタルハライド
ランプ。
　　　　　　　　　　　０．２７＜ａ／（ａ＋ｂ）＜０．３７
　　　　　　　　　　　
【請求項２】
放電媒体は、気密容器のｍｍ３ で表した単位内容積に対する第１のハロゲン化物および第
２のハロゲン化物の合計が０．００５ｍｇ／ｍｍ３ 以上であることを特徴とする請求項１
記載のメタルハライドランプ。
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、第２のハロゲン化物の封入量をｃとし
およびｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ） ともに

０．１＜ｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）＜０．４



【請求項３】
放電媒体は、気密容器のｍｍ３ で表した単位内容積に対する質量で表したときの第１のハ
ロゲン化物および第２のハロゲン化物の合計をＡ（ｍｇ／ｍｍ３ ）としたとき、Ａが下式
を満足することを特徴とする請求項１ 記載のメタルハライドランプ。
　　　　　　　　　　　０．００５＜Ａ＜０．０３
【請求項４】
自動車用前照灯装置本体と；
　自動車用前照灯装置本体内に配設された請求項１ないし のいずれか一記載のメタルハ
ライドランプと；
　メタルハライドランプを点灯する点灯装置と；
を具備していることを特徴とする自動車用前照灯装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はメタルハライドランプおよびこれを用いた自動車用前照灯装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
水銀を本質的に封入しない自動車の前照灯用として好適なメタルハライドランプ（以下、
便宜上「水銀フリーランプ」という。）が本発明者らにより開発されている。このメタル
ハライドランプは、電極間距離が５ｍｍ以下であるとともに、第１および第２のハロゲン
化物ならびに２５℃で５気圧以上のキセノンを放電媒体として気密容器内に封入している
。そして、第１のハロゲン化物は、発光金属のハロゲン化物であり、第２のハロゲン化物
は、主としてランプ電圧形成用の金属のハロゲン化物である。この第２のハロゲン化物に
は、発光金属のハロゲン化物の他に蒸気圧が高くて可視域の発光がないか比較的少ない金
属のハロゲン化物が用いられる。さらに、上記の水銀フリーランプは、自動車用ヘッドラ
イトなどに用いられる小形のメタルハライドランプの場合、ランプ電力６０Ｗ以下で点灯
される。そうして、水銀フリーランプは、安定時において水銀入りランプと同様の明るさ
になる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、水銀フリーランプにおいては、第１および第２のハロゲン化物の封入量のバラ
ンスが適切でないと、色偏差が大きい、ランプ電圧が低い、発光効率が低いなどの不具合
を生じる。これは、ランプ電圧を形成するために水銀に代えて封入するだい２の金属ハロ
ゲン化物が発光効率の低くて、色度が悪い可視域発光を行なう物が多い関係で、ランプ全
体の発光効率が低下方向に作用したり、色度が悪化したり、また封入量によってはランプ
電圧が低すぎたりするからである。
【０００４】
　上述したように、第２のハロゲン化物の封入量は、ランプ電圧を左右するので、第２の
ハロゲン化物の封入量を多くするほどランプ電圧を高くすることができるが、可視域の発
光量が低減してランプ全体の発光効率が低下する。反対に封入量を少なくすると、発光効
率は上昇するが、ランプ電圧が低くなってしまうという傾向を示す。さらに、メタルハラ
イドランプに所定のランプ電力を投入する場合、なるべくランプ電流を小さくする方が点
灯回路の電流容量を小さくできるので、点灯回路を相対的に安価にすることができる。
【０００５】
　また、水銀フリーランプは、一般に光束立ち上がりがよくない。すなわち、自動車前照
灯用の場合、始動直後にキセノンが前者と同様に発光するが、その後ハロゲン化物が４０
０～６００℃程度にまで温度上昇しないと十分に蒸発しない。また、その間始動から４秒
程度を要する。したがって、それまでの間は、キセノンが発光を続ける。このため、定常
時ランプ電力の２倍以上のランプ電力を４秒程度投入する必要があるために、始動から４
秒程度までの間最大ランプ電流を流し続ける必要がある。それにもかかわらず、第１およ
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び第２のハロゲン化物の封入量のバランスが悪いと、光束立ち上がりが遅くなって、始動
から４秒までに全光束の８０％以上の光束を得ることができない。
【０００６】
　これに対して、従来から用いられているランプ電圧形成用媒体として水銀を封入するメ
タルハライドランプ（以下、便宜上「水銀入りランプ」という。）では、始動直後に最初
にキセノンが主に発光するが、その後水銀が速やかに、しかも、急速に蒸発して発光し始
める。水銀の発光効率は、キセノンのそれより数倍高いので、始動４秒後に定格光束の８
０％以上の光束が得られ、光束立ち上がりが比較的早い。また、始動直後に定格ランプ電
力の２倍程度の電力を投入することで上記の光束が得られ、ランプ電流は、最大電流が始
動直後だけ流れ、１～２秒経過した後は急激に低下して、４秒後には半分以下になる。
【０００７】
　しかしながら、水銀フリーランプにおいても、第１および第２のハロゲン化物の封入量
のバランス次第では、光束立ち上がりが良好になることを本発明者は発見した。
【０００８】
　さらに、水銀フリーランプは、第１および第２のハロゲン化物の封入量のバランスが悪
いと、安定点灯時の全光束が水銀入りランプと同程度まで得られない。これに対して、水
銀入りランプの場合、水銀蒸気が放電により可視光を発生し、これが全光束に大きく寄与
しているので、全光束を容易に所要の程度にすることができる。
【０００９】
　本発明は、第１のハロゲン化物および第２のハロゲン化物を含み、第１のハロゲン化物
のＳｃハロゲン化物とＮａハロゲン化物またはおよび第２のハロゲン化物の封入量のバラ
ンスを改善して、水銀フリーランプにおける発光効率を高くするとともに、ランプ電圧の
低下が少なくて、かつ、光色が良好な自動車前照灯用として好適なメタルハライドランプ
およびこれを用いた自動車用前照灯装置を提供することを目的とする。
【００１０】
　また、本発明は、加えて光束立ち上がりを早くした自動車前照灯用として好適なメタル
ハライドランプおよびこれを用いた自動車用前照灯装置を提供することを他の目的とする
。
【００１１】
　さらに、本発明は、加えて全光束を大きくした自動車前照灯用として好適なメタルハラ
イドランプおよびこれを用いた自動車用前照灯装置を提供することを他の目的とする。
【００１２】
【課題を達成するための手段】
請求項１の発明のメタルハライドランプは、耐火性で透光性の気密容器と；気密容器の内
部に５ｍｍ以下の電極間距離で対向して封装された一対の電極と；ＳｃおよびＮａを主発
光物質としてＳｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物を含む第１のハロゲン化物、Ｍｇ
、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｚｎ、Ｍｎ、Ｓｂ、Ｒｅ、Ｇａ、Ｓｎ、Ｆｅ、Ａｌ、Ｔｉ、ＺｒおよびＨ
ｆのグループから選択された一種または複数種からなりランプ電圧形成に寄与する第２の
ハロゲン化物、ならびに温度２５℃で５気圧以上のキセノンを含んで気密容器内に封入さ
れていて、いずれも質量で表したときのＳｃハロゲン化物の封入量をａとし、Ｎａハロゲ
ン化物の封入量をｂとし たとき、ａ／（ａ＋ｂ）

が下式を 満足するとともに、水銀を本質的に含まない放
電媒体と；を具備し、安定時にランプ電力が６０Ｗ以下で点灯することを特徴としている
。
【００１３】
　　　　　　　　　　　０．２７＜ａ／（ａ＋ｂ）＜０．３７
　　　　　　　　　　　
　本発明および以下の各発明において、特に指定しない限り用語の定義および技術的意味
は次による。
【００１４】
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、第２のハロゲン化物の封入量をｃとし
およびｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ） ともに

０．１＜ｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）＜０．４



　気密容器について　気密容器は、耐火性で透光性である。「耐火性」とは、放電ランプ
の通常の作動温度に十分耐える意味である。したがって、気密容器は、耐火性を備える材
料であり、かつ、放電によって発生した所望波長域の可視光を外部に導出することができ
れば、どのようなもので作られていてもよい。たとえば、石英ガラスや透光性アルミナ、
ＹＡＧなどのセラミックスまたはこれらの単結晶などを用いて形成することができる。し
かし、自動車前照灯用の場合、高い集光効率が要求されるために、直線透過率が高い石英
ガラスが好適である。なお、必要に応じて、石英ガラス製の気密容器の内面に耐ハロゲン
性または耐ハロゲン化物性の透明性被膜を形成するか、気密容器の内面を改質することが
許容される。
【００１５】
　また、気密容器は、その内部に放電空間が形成されている。放電空間は、好ましくは内
径１．５～３．５ｍｍのほぼ円柱状をなすとともに、軸方向に５～９ｍｍの長さを有する
細長い形状をなしている。これにより、アークが水平点灯においては上方へ湾曲しようと
するために、気密容器の上側の内面に接近するので、気密容器の上部の温度上昇が早くな
る。
【００１６】
　さらに、放電空間を包囲する部分の肉厚を比較的大きくすることができる。すなわち、
電極間距離のほぼ中央部の肉厚をその両側の肉厚より大きくすることができる。これによ
り、気密容器の伝熱が良好になって気密容器の放電空間の下部およぶ側部内面に付着して
いる放電媒体の温度上昇が早まるために、光束立ち上がりが早くなる。
【００１７】
　さらにまた、後述する電極を気密容器の内部に封装するために、気密容器の内部に形成
される放電空間の軸方向の両端に棒状をなした一対の封止部を一体に形成して備えること
ができる。そして、この一対の封止部内に好適には減圧封止法により埋設される封着金属
箔を介して電極と外部導入線とを接続することで、電極に電流を供給することができると
ともに、包囲部をチップレスにして配光特性が排気チップ部により乱れるのを回避できる
。
【００１８】
　一対の電極について　一対の電極は、電極間距離が５ｍｍ以下になるように対向して気
密容器の内部に封装されている。また、電極は、その直径が長手方向に沿ってほぼ同一の
直棒状をなした軸部を備えている。そして、軸部の直径は、好ましくは０．３ｍｍ以上で
あり、軸部から直径が大きくなることなしに先端に至り、かつ、先端が平坦な端面を形成
するか、アークの起点となる先端が曲面を形成している。あるいは、軸部の先端に軸部よ
り径大の部分を形成することができる。なお、電極の軸部から直径が大きくなることなし
に先端に至り、かつ、アークの起点となる先端に曲面を形成する場合、当該曲面は、ほぼ
球形の一部を構成するような曲面であり、その半径が軸部の直径の１／２以下にすること
により、アークの起点の不所望な移動を抑制して、明るさのちらつきが生じるのを低減で
きる。なお、「電極のアークの起点となる先端」とは、電極の先端側において、アークの
起点となる部位を意味し、必ずしも電極の幾何学的な先端の全体を示すものではない。す
なわち、電極の先端側であって、アークの起点になる部位が電極の軸部の直径に対して１
／２以下の半径を有する曲面を形成していればよい。しかし、電極のアークの起点となる
先端の曲面は、好適にはその半径が軸部の直径の１／２の４０％以上である。
【００１９】
　また、電極の気密容器内への突出長は、軸径とともに電極温度に影響するが、この種の
小形のメタルハライドランプにおける通例にしたがえばよく、したがってたとえば１．４
±０．１ｍｍ程度に設定することができる。さらに、電極は、交流および直流のいずれで
作動するように構成してもよい。交流で作動する場合、一対の電極は同一構造とする。直
流で作動する場合、一般に陽極は温度上昇が激しいから、陰極より軸径を大きくして放熱
面積を大きくすることができるとともに、頻繁な点滅に対応することができる。
【００２０】
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　さらに、電極は、タングステン、ドープドタングステン、レニウムまたはレニウム－タ
ングステン合金などにより構成することができる。また、電極を気密容器に封装する構造
として、気密容器の一対の封止部に電極の基端部を埋設させて支持することができる。な
お、電極の基端は、封止部に気密に埋設されたモリブデンなどからなる封着金属箔に溶接
などの手段によって接続される。
【００２１】
　放電媒体について　放電媒体は、ハロゲン化物およびキセノンを含み、水銀を本質的に
含まない。ハロゲン化物は、第１および第２のハロゲン化物からなる。
【００２２】
　第１のハロゲン化物は、発光金属のハロゲン化物であり、ＳｃとＮａのハロゲン化物を
含む。すなわち、ＳｃとＮａは、主発光物質を構成する。そして、いずれも質量で表した
Ｓｃハロゲン化物の封入量をａとし、Ｎａハロゲン化物の封入量をｂとしたとき、下式を
満足するようにそれらの封入量比が選定されているのが本発明における特徴的構成である
。
【００２３】
　　　　　　　　　　０．２７＜ａ／（ａ＋ｂ）＜０．３７
　上式の下限は、これ未満になると、ランプ電圧が低くなりすぎて、所要のランプ電力を
投入するためには、ランプ電流を大きくしなければならなくなることから、点灯回路に実
用上の問題を惹起するとともに、発光効率が低下して全光束が小さくなりすぎることから
、定めている。これに対して、上式の上限は、これを超えると、ランプ電圧の上昇が得ら
れるものの、発光効率が再び低下しだすとともに、色度差が自動車前照灯用のメタルハラ
イドランプの規格に対して大きくなりすぎることから、定めている。そうして、上式を満
足すれば、所期の目的を達成してなおかつ一層優れた効果を奏することができる。
【００２４】
　なお、要すれば、上記に加えて他の発光金属たとえばインジウムＩｎなどのハロゲン化
物を若干量封入することが許容されるが、Ｓｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物の合
計に対して質量比で１／５以下のように小さな添加割合にすべきである。
【００２５】
　次に、第２のハロゲン化物は、主として水銀に代わるランプ電圧形成媒体であり、また
下記のグループから選択される金属によっては色度調整にも寄与する。すなわち、第２の
ハロゲン化物は、蒸気圧が高くて可視域に発光しないか、発光が比較的少ない金属すなわ
ち光束を稼ぐ発光金属としては期待されないが、主としてランプ電圧を形成するのに好適
な金属のハロゲン化物であり、Ｍｇ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｚｎ、Ｍｎ、Ｒｅ、Ｇａ、Ｓｎ、Ｆｅ
、Ａｌ、Ｔｉ、ＺｒおよびＨｆのグループから選択された一種または複数種のハロゲン化
物によって構成され

る。
【００２６】
　　　　　　　　　　　
　上記グループの金属の中でも、Ｚｎは、ハロゲン化物の蒸気圧が充分に高くて、しかも
、色度調整機能を有するとともに、環境負荷が小さく、取扱いが容易で、しかも、工業的
規模で容易、かつ、安価に入手できるので、すこぶる好適である。
【００２７】
　そうして、第２のハロゲン化物を用いることにより、水銀がなくても、２５～７０Ｖ程
度のランプ電圧を得ることができる。このため、比較的少ないランプ電流で所要のランプ
電力を投入することが可能になる。
【００２８】
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、かついずれも質量で表したときのＳｃハロゲン化物の封入量をａと
し、Ｎａハロゲン化物の封入量をｂとし、第２のハロゲン化物の封入量をｃとしたとき、
ｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）が下式を満足す

０．１＜ｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）＜０．４

前記式の下限は、ｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）が小さくなるに連れて発光効率が緩やかに向上す
るとともに、色度差が大きくなり、白色範囲から外れて規格外となり、またランプ電圧が
緩やかに低下していき、下限未満になると、ランプ電圧が低下しすぎて、点灯回路の設計



【００２９】
　　　　　　　　　　
　さらに、ハロゲン化物を構成するハロゲンについて説明する。すなわち、反応性につい
ては、ヨウ素が最も適当であり、少なくとも上記主発光金属は、主としてヨウ化物として
封入される。しかし、要すれば、ヨウ化物および臭化物のように異なるハロゲンの化合物
を併用することができる。
【００３０】
　次に、キセノンは、始動ガスおよび緩衝ガスとして作用するとともに、始動直後には主
発光を担当するように作用する。また、キセノンの封入圧力は２５℃で５気圧以上、好適
には８～１６気圧である。キセノンの封入圧が高いので、始動直後のメタルハライドラン
プのランプ電圧が高くなり、同一ランプ電流に対してランプ電力を大きくして、光束立ち
上がり特性を向上させることができる。光束立ち上がり特性が良好であることは、どのよ
うな使用目的であっても好都合であるが、特に自動車用前照灯装置および液晶プロジェク
タなどにおいては極めて重要な特性である。
【００３１】
　さらに、水銀について言及しておく。本発明において、「本質的に水銀を含まない」と
は、水銀を全く封入していないだけでなく、気密容器の内容積１ｃｃ当たり２ｍｇ未満、
好ましくは１ｍｇ以下の水銀が存在していることを許容するという意味である。しかし、
水銀を全く封入しないことは環境上望ましいことである。従来のように水銀蒸気によって
放電ランプのランプ電圧を所要に高くする場合、短アーク形においては気密容器の内容積
１ｃｍ３ 当たり２０～４０ｍｇ、さらに場合によっては５０ｍｇ以上封入していたことか
らすれば、水銀量が実質的に頗る少ないといえる。
【００３２】
　ランプ電力について　ランプ電力は、メタルハライドランプに投入される電力であるが
、本発明においては、安定点灯時に６０Ｗ以下である。これは小形のメタルハライドラン
プであることを意味する。
【００３３】
　本発明のその他の構成について　本発明においては、必須構成要件ではないが、以下に
示す構成を選択的に付加することにより、メタルハライドランプの性能が向上したり、機
能が増加したりする。
【００３４】
　１　外管について
　外管は、その内部に気密容器を収納する。外管により、気密容器から外部へ放射される
紫外線を遮断したり、気密容器を保温したり、機械的に保護したり、さらには配光特性を
所要に整えるために所定形状の遮光膜を配設する場合に外管の表面に遮光膜を形成したり
することができる。また、外管の内部は、その目的に応じて外気に対して気密に封止して
もよいし、外気と同程度または減圧された空気または不活性ガスが封入されていてもよい
。さらに、要すれば、外気に連通していてもよい。
【００３５】
　２　口金について
　口金は、メタルハライドランプを点灯回路に接続したり、加えて灯器に機械的に支持し
たりするのに機能する。
【００３６】
　３　イグナイタについて
　イグナイタは、高電圧パルス電圧を発生し、これをメタルハライドランプに印加して、
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が困難になって実用上の問題を惹起することから、定めている。また、上式の上限は、ｃ
／（ａ＋ｂ＋ｃ）が大きくなるに連れてランプ電圧が上昇し、色度差は小さくなるものの
、発光効率が低下していき、上限を超えると、発光効率が低下しすぎることから、定めて
いる。それに対して、上式を満足すれば、本発明の所期の目的を達成することができる。
しかし、下式のとおりであれば、より一層優れた効果が得られるので、好適である。

０．２２＜ｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）＜０．３３



その始動を促進する手段であり、口金の内部に収納するなどにより、メタルハライドラン
プと一体化することもできる。
【００３７】
　４　始動補助導体について
　始動補助導体は、電極近傍における電界強度を高くして、メタルハライドランプの始動
を支援する手段であり、所要によりその一端を他方の電極と同電位個所に接続し、他端を
一方の電極近傍における放電容器の外面に配設する。
【００３８】
　本発明の作用について　本発明においては、上記の構成を具備していることにより、第
１のハロゲン化物の主構成物質であるＳｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物の合計封
入量中に占めるＳｃハロゲン化物の割合が増加するのに伴って、ハロゲン化物全体の蒸気
圧が高くなるという傾向を示す。その結果、高い発光効率が得られる。また、上記の傾向
は、第２のハロゲン化物の封入量に直接的な関係がないことも分った。
【００３９】
　上記の関係から、第２のハロゲン化物の封入量をある程度低減しても、ランプ全体のラ
ンプ電圧は、低減前と同等程度ないしは許容範囲内の低下に止めることが可能になる。
【００４０】
　

【００４１】
　また、自動車前照灯用のメタルハライドランプにおいては、上記に加えて発光の色温度
および色度も重要なファクタであるが、Ｓｃハロゲン化物の封入量が本発明の範囲内であ
れば、色温度の変化が殆どないとともに、色度差も比較的わずかな範囲内に止まるために
、良好な光色が得られる。
【００４２】
　さらに、第１のハロゲン化物の封入量が所要量以上であって、第１のハロゲン化物中に
占めるＳｃハロゲン化物の割合が本発明の範囲内であれば、低温状態から点灯した場合、
点灯４秒以内に全光束の８０％以上までの光束立ち上がりが得られる。そのため、自動車
前照灯用のメタルハライドランプとしての規格を満足させることができる。
【００４３】
　　請求項２の発明のメタルハライドランプは、請求項１記載のメタルハライドランプに
おいて、放電媒体は、気密容器のｍｍ３ で表した単位内容積に対する第１のハロゲン化物
および第２のハロゲン化物の合計が０．００５ｍｇ／ｍｍ３ 以上であることを特徴として
いる。
【００４４】
　本発明は、気密容器に封入するハロゲン化物の封入量を多くして全光束を所要に維持し
ながら光束立ち上がりを早くしたものである。
【００４５】
　すなわち、Ｓｃハロゲン化物ａとＮａハロゲン化物ｂとの質量比ａ／（ａ＋ｂ）が請求
項１記載の範囲内であって、第１および第２のハロゲン化物の合計が気密容器の単位内容
積当たり０．００５ｍｇ／ｍｍ３ 以上であれば、メタルハライドランプを冷却状態で点灯
したときの光束立ち上がりが良好になって、全光束の８０％まで達する時間を４秒以下に
することができる。
【００４６】
　そうして、本発明においては、自動車前照灯用のメタルハライドランプの規格を満足す
ることができる。なお、上記の範囲のハロゲン化物の合計封入量は、水銀入りランプのそ
れに比較すると、かなり多いので、蒸発されない余剰の部分が点灯中気密容器の内壁面に
液相となって付着するという特徴がある。
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そうして、第２のハロゲン化物の封入量を前記式を満足する適量範囲内に低減すること
により、発光効率を高くして全光束を高い値に保持するとともに、ランプ電圧を所要値以
上に維持することができるので、ランプ電流の増加を抑制して点灯回路の設計を容易にす
ることができ、かつ、色度差を許容範囲内に維持して良好な光色が得られる。



【００４７】
　　請求項 の発明のメタルハライドランプは、請求項１ 記載のメタルハライド
ランプにおいて、放電媒体は、気密容器のｍｍ３ で表した単位内容積に対する質量で表し
たときの第１のハロゲン化物および第２のハロゲン化物の合計をＡ（ｍｇ／ｍｍ３ ）とし
たとき、Ａが下式を満足することを特徴としている。
【００４８】
　　　　　　　　　　　０．００５＜Ａ＜０．０３
　本発明は、ハロゲン化物の好適な総封入量範囲を規定している。すなわち、上式におい
て、ハロゲン化物の総量が小さくなるに連れて光束立ち上がりが遅くなる傾向があり、下
限値未満であると、ハロゲン化物の蒸気圧が不足するために、低温始動において点灯から
４秒までの光束立ち上がりが８０％以上にならない。また、ハロゲン化物の総量が大きく
なると、その蒸気圧は高くなるものの、上限値に接近するにしたがって気密容器の内面に
付着する液相状態のハロゲン化物が増加して全光束が低下傾向を示し、上限値を超えると
、ランプ電圧が増大して規格外となる。そして、上式の条件を満足すれば、初期の目的を
満足する。なお、０．００５＜Ａ＜０．０２を満足すれば、より一層高い全光束が得られ
るので、好適である。
【００４９】
　そうして、本発明においては、請求項１ の作用、効果に加えて高い全光束が得
られる。
【００５０】
　　請求項 の発明の自動車用前照灯装置は、自動車用前照灯装置本体と；自動車用前照
灯装置本体内に配設された請求項１ないし のいずれか一記載のメタルハライドランプと
；メタルハライドランプを点灯する点灯装置と；を具備していることを特徴としている。
【００５１】
　本発明の自動車用前照灯装置は、請求項１ないし のいずれか一のメタルハライドラン
プを光源として備えているので、発光効率が高くなるために、全光束を大きくすることが
できるとともに、ランプ電圧を比較的高い範囲に維持し、かつ、良好な光色が得られ、さ
らには加えて光束立ち上がりを早くすることができる。また、メタルハライドランプは、
環境負荷の大きな水銀を封入していないので、環境対策上すこぶる好ましい。なお、「自
動車用前照灯装置本体」とは、自動車用前照灯装置からメタルハライドランプおよび点灯
回路を除いた残余の全ての部分を意味する。
【００５２】
　点灯装置は、メタルハライドランプを所要に点灯するが、好ましくは制御が容易になる
ように電子化されていて、メタルハライドランプの点灯直後４秒までの最高入力電力を安
定時のランプ電力の２．５～４倍とするように点灯する。これにより、点灯直後４秒まで
の光束立ち上がりを早めて自動車用前照灯に必要な前照灯前面の代表点での光度８０００
ｃｄを得ることができる。
を必要としている。
【００５３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００５４】
　　図１は、本発明のメタルハライドランプの第１の実施形態を示す正面図である。図に
おいて、１は気密容器、２は封着金属箔、３、３は一対の電極、４は外部導入体である。
【００５５】
　気密容器１は、包囲部１ａ、および一対の封止部１ｂ、１ｂにより構成されている。包
囲部１ａは、外面が回転楕円体形状に成形されてなり、内部が中空で、軸方向に細長いほ
ぼ円柱状の放電空間１ｃが形成されている。一対の封止部１ｂ、１ｂは、包囲部１ａに一
体に形成されていて、包囲部１ａの両端からそれぞれ管軸方向に延在している。
【００５６】
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３ または２

および２

４
３

３



　封着金属箔２は、リボン状のモリブデン箔からなり、減圧封止法により気密容器１の一
対の封止部１ｂ、１ｂの内部に気密に埋設されている。
【００５７】
　一対の電極３、３は、軸部３ａが直棒状をなし、かつ、アークの起点となる先端３ｂが
軸部３ａの直径の１／２以下の半径の半球状の曲面を電極軸部の先端の全体に形成してい
る。そして、基端部３ｃが気密容器１の一対の封止部１ｂ、１ｂに埋設して支持され、先
端部側が気密容器１の包囲部１ａの両端から放電空間１ｃ内に突出することにより、電極
間距離５ｍｍ以下になるように対向している。また、一対の電極３、３は、それぞれ基端
が封着金属箔２の一端に接続している。
【００５８】
　外部導入体４は、先端が封着金属箔２の他端に溶接されて、気密容器１の封止部１ｂか
ら外部へ導出されている。
【００５９】
　気密容器１ａ内には、放電媒体として発光金属および主としてランプ電圧形成用の金属
のハロゲン化物およびキセノンが封入されている。
【実施例】
気密容器１　　　　：石英ガラス製で、外径６ｍｍ、内径２．７ｍｍ、包囲部の
　　　　　　長さ７．０ｍｍ、内容積約３４ｍｍ３

電極３　　　　　　：タングステン製で、軸部の直径０．３５ｍｍ、電極間距離
　　　　　　４．２ｍｍ、突出長１．４ｍｍ
放電媒体
　金属ハロゲン化物：ＳｃＩ３ ＝０．１ｍｇ、ＮａＩ＝０．２ｍｇ、ＺｎＩ２ ＝０．
　　　　　　　　１ｍｇ、ＳｃＩ３ ／（ＳｃＩ３ ＋ＮａＩ）≒０．３３、
　　　　　　　　　　ＺｎＩ２ ／（ＳｃＩ３ ＋ＮａＩ＋ＺｎＩ２ ）＝０．２５、
　　　　　　　　　　包囲部の単位内容積当たりの封入量約０．０１２ｍｇ
　キセノン　　　　：２５℃で１０気圧
電気特性　　　　　：ランプ電力３５Ｗ、ランプ電圧４６Ｖ（いずれも安定時）
全光束　　　　　　：３１００ｌｍ（安定時）
　次に、実施例において、Ｓｃハロゲン化物とＮａハロゲン化物との比率を変えたときの
ランプ電圧、全光束および色度差の変化を調べた結果について図２を参照して説明する。
【００６０】
　　図２は、水銀フリーランプにおいて、Ｓｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物の合
計中に占めるＳｃハロゲン化物の割合とランプ電圧、全光束および色度差との関係を示す
グラフである。図において、横軸はａ／（ａ＋ｂ）で、ａはＳｃハロゲン化物、ｂはＮａ
ハロゲン化物のいずれも質量で示す封入量を、縦軸は左側がランプ電圧（Ｖ）および全光
束（ｌｍ）、右側が色度差を、それぞれ示す。また、曲線Ｖｌはランプ電圧、曲線ｌｍは
全光束、曲線ｄｕｖは色度差、をそれぞれ示す。
【００６１】
　そうして、本発明の範囲である０．２５＜ａ／（ａ＋ｂ）＜０．５であれば、高い全光
束が得られ、ランプ電圧および色度差が許容できる範囲内にあることが分る。
【００６２】
　続いて、同じく実施例において、第１および第２のハロゲン化物の合計に占める第２の
ハロゲン化物の割合がＳｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物の合計中に占めるＳｃハ
ロゲン化物の割合と、ランプ電圧および全光束と、の関係に与える影響について図３を参
照して説明する。
【００６３】
　　図３は、ハロゲン化物の総量中に占める第２のハロゲン化物の封入量をパラメータと
してＳｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物の合計中に占めるＳｃハロゲン化物の割合
と、ランプ電圧、全光束および色度差と、の関係を示すグラフである。図において、図２
と同一部分については同一符号を用いている。また、曲線群Ｖｌはランプ電圧、曲線群ｌ
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ｍは全光束、をそれぞれ示す。それぞれの群に属する複数の曲線は、パラメータのｃ／（
ａ＋ｂ＋ｃ）がそれぞれ異なる。すなわち、曲線ｄはｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）＝０．１、曲線
ｅはｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）＝０．２５、曲線ｆはｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）＝０．４、曲線ｘはｃ
／（ａ＋ｂ＋ｃ）＝０、曲線ｙはｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）＝０．６である。ただし、ｃはＺｎ
ハロゲン化物の質量で示す封入量を示す。
【００６４】
　図から理解できるように、ａ／（ａ＋ｂ）により変化するランプ特性は、基本的にｃ／
（ａ＋ｂ＋ｃ）には影響を受けない。しかし、ランプ電圧は、第２のハロゲン化物の封入
量ｃが相対的に多い方が大きくなる。また、全光束は、ｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）が小さいほど
大きくなる。
【００６５】
　次に、同じく実施例において、第１および第２のハロゲン化物の合計に対する第２のハ
ロゲン化物の割合と、ランプ電圧、全光束および色度差との関係について図４を参照して
説明する。
【００６６】
　　図４は、第１および第２のハロゲン化物の合計中に占める第２のハロゲン化物の割合
と、ランプ電圧、全光束および色度差と、の関係を示すグラフである。図において、横軸
はｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）で、ａはＳｃハロゲン化物、ｂはＮａハロゲン化物、ｃは第２のハ
ロゲン化物のいずれも質量で示す封入量を、縦軸は左側がランプ電圧（Ｖ）および全光束
（ｌｍ）、右側が色度差を、それぞれ示す。また、曲線Ｖｌはランプ電圧、曲線ｌｍは全
光束、曲線ｄｕｖは色度差、をそれぞれ示す。
【００６７】
　そうして、本発明の範囲である０．１＜ｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）＜０．４であれば、発光効
率が高くなって全光束が多くなるとともに、ランプ電圧および色度差が許容できる範囲内
にあることが分る。
【００６８】
　さらに、同じくＳｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物の合計中に占めるＳｃハロゲ
ン化物の割合が、第１および第２のハロゲン化物の合計中に占める第２のハロゲン化物の
割合と、ランプ電圧および全光束との関係に与える影響との関係に与える影響について図
５を参照して説明する。
【００６９】
　　図５は、Ｓｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物の合計中に占めるＳｃハロゲン化
物の割合をパラメータとして第１および第２のハロゲン化物の合計中に占める第２のハロ
ゲン化物の封入量と、ランプ電圧および全光束と、の関係を示すグラフである。図におい
て、図４と同一部分については同一符号を用いている。また、曲線群Ｖｌはランプ電圧、
曲線群ｌｍは全光束、をそれぞれ示す。それぞれの群に属する複数の曲線は、ａ／（ａ＋
ｂ）がそれぞれ異なる。すなわち、曲線ｇはａ／（ａ＋ｂ）＝０．２５、曲線ｈはａ／（
ａ＋ｂ）＝０．３３、曲線ｉはａ／（ａ＋ｂ）＝０．４、曲線ｊはａ／（ａ＋ｂ）＝０．
５、曲線ｒはａ／（ａ＋ｂ）＝０．０９、曲線ｓはａ／（ａ＋ｂ）＝０．１７、曲線ｔは
ａ／（ａ＋ｂ）＝０．６０である。
【００７０】
　図から理解できるように、Ｓｃハロゲン化物の割合が多い方がランプ電圧が高くなると
ともに、全光束もいくらか高くなる。
【００７１】
　　図６は、本発明のメタルハライドランプの第１の実施形態における実施例の色度を比
較例１および比較例２のそれとともに示す色度図である。図において、１は比較例１、２
は比較例２、３は実施例である。また、図中、点線は、色温度約４０００Ｋを示す。なお
、比較例１および比較例２の仕様は、以下に示す。
［比較例１］
放電媒体
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　金属ハロゲン化物：ＳｃＩ３ ＝０．０８ｍｇ、ＮａＩ＝０．４２ｍｇ、ＺｎＩ２

　　　　　　　＝０．３０ｍｇ、ＳｃＩ３ ／（ＳｃＩ３ ＋ＮａＩ）＝０．１
　　　　６、ＺｎＩ２ ／（ＳｃＩ３ ＋ＮａＩ＋ＺｎＩ２ ）＝０．３７
　５
　キセノン　　　　：２５℃で１０気圧
その他の構成は、実施例と同じ。
【００７２】
　比較例１は、実施例と比較すると、第２のハロゲン化物の封入量が低減していない点で
異なる。
［比較例２］
放電媒体
　金属ハロゲン化物：ＳｃＩ３ ＝０．１ｍｇ、ＮａＩ＝０．５ｍｇ、ＺｎＩ２ ＝０．
　　　　　　　　２ｍｇ、ＳｃＩ３ ／（ＳｃＩ３ ＋ＮａＩ）＝０．１６７、
　　　　　　　　　　ＺｎＩ２ ／（ＳｃＩ３ ＋ＮａＩ＋ＺｎＩ２ ）＝０．２５
　キセノン　　　　：２５℃で１０気圧
その他の構成は、実施例と同じ。
【００７３】
　比較例２は、実施例と比較すると、第２のハロゲン化物の封入量を低減している点で実
施例と同様であるが、第１のハロゲン化物に対するＳｃハロゲン化物の割合が比較例１と
同じである点で異なる。
【００７４】
　そうして、図６から理解できるように、単に第２のハロゲン化物を低減しただけでは色
温度が変化してしまう。その意味で、第２のハロゲン化物は、色度調整作用があることが
分る。これに対して、実施例によれば、第１のハロゲン化物のＳｃハロゲン化物とＮａハ
ロゲン化物とのバランスや第１および第２のハロゲン化物のバランスをとりながら第２の
ハロゲン化物を低減することにより、色温度が変わることなく、また色度差も許容範囲内
に維持できることが分る。
【００７５】
　　図７は、本発明のメタルハライドランプの第１の実施形態において、実施例のａ／（
ａ＋ｂ）を変化させた場合の光束立ち上がり特性に与える影響を示すグラフである。図に
おいて、横軸はａ／（ａ＋ｂ）を、縦軸は全光束の８０％に要する時間（秒）を、それぞ
れ示す。なお、測定は、始動直後に安定時のランプ電力３５Ｗのほぼ２．５倍に相当する
ランプ電力８５Ｗを投入して行なった。
【００７６】
　図から理解できるように、０．２５＜ａ／（ａ＋ｂ）＜０．５の範囲であれば、点灯開
始後４秒までに全光束の８０％以上の光束が得られる。
【００７７】
　　図８は、本発明のメタルハライドランプの第１の実施形態における実施例の第１およ
び第２のハロゲン化物の合計を変化させた場合の全光束の変化を示すグラフである。図に
おいて、横軸は気密容器の単位内容積当たりの第１および第２のハロゲン化物の合計Ａ（
ｍｇ／ｍｍ３ ）を、縦軸は全光束（ｌｍ）を、それぞれ示す。
【００７８】
　図から理解できるように、０．００５＜Ａ＜０．０３の範囲であれば、３０４０ｌｍ以
上の全光束が得られる。また、０．００５＜Ａ＜０．０２の好適な範囲であれば、３１０
０以上の全光束が得られる。
【００７９】
　　図９は、本発明の高圧放電ランプの第２の実施形態としてのメタルハライドランプを
示す正面図である。本実施形態は、図１に示すのと同様なメタルハライドランプをさらに
自動車用ヘッドライトに装着するように構成したものである。図において、７は外管、８
は口金、ｏｌは外部リード線、ｃｃは接続導体、９は絶縁チューブ、１０は発光管である
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。
【００８０】
　外管７は、紫外線カット性能を備えており、内部に図１に示す構造の発光管１０を収納
していて、両端が封止部１ｂにガラス溶着されているが、先端側の端部は空気の流通を許
容するように構成されている。また、外管７は、その外面の所要の部位に遮光膜７ａが形
成されている。遮光膜７ａは、顔料とフリットガラスとが混合されて外管７に加熱溶融さ
せることにより形成されていて、所望の配光特性を得るのに有効に作用する。さらに、封
止部１ｂ１および外管７の基端側の部分が口金８内に嵌入した状態で後述する締付け金具
８ｄにより口金８に支持されている。
【００８１】
　口金８は、絶縁性の口金基体８ａに組み付けられた一対の受電端子８ｂ、８ｃおよび締
付け金具８ｄを備えている。受電端子８ｂは、リング状をなしていて、口金基体８ａの小
径部８ａ１に面一になるよう装着されている。受電端子８ｃは、口金基体８ａの基端から
背方へ突出している。
【００８２】
　外部リード線ｏｌは、口金基体８ａから外管７とほぼ並行に延在していて、基端が受電
端子８ｂに接続するとともに、先端が後述する接続導体ｃｃに溶接している。
【００８３】
　接続導体ｃｃは、外部リード線ｏｌの先端と発光管１０の先端側の外部導入体４との間
に介在して、両者間を接続している。
【００８４】
　絶縁チューブ７は、外部リード線ｏｌを被覆している。
【００８５】
　　図１０は、本発明の自動車用前照灯装置の一実施形態を示背面方向から見た斜視図で
ある。各図において、１１は自動車用前照灯装置本体、１２はメタルハライドランプ、１
３は点灯装置である。
【００８６】
　自動車用前照灯装置本体１１は、前面透過パネル１１ａ、リフレクタ１１ｂ、１１ｃ、
ランプソケット１１ｄおよび取付部１１ｅなどから構成されている。前面レンズ１１ａは
、自動車の外面と合わせた形状をなし、所要の光学的手段たとえばプリズムを備えている
。リフレクタ１１ｂ、１１ｃは、各メタルハライドランプ１２ごとに配設されていて、そ
れぞれに要求される配光特性を得るように構成されている。ランプソケット１１ｄは、点
灯装置１３の出力端に接続し、メタルハライドランプ１２の口金１２ｄに装着される。取
付部１１ｅは、自動車用前照灯装置本体１１を自動車の所定の位置に取り付けるための手
段である。
【００８７】
　メタルハライドランプ１２は、図１および図６に示す構造を備えている。ランプソケッ
ト１１ｄは、口金に装着されて接続する。そうして、２灯のメタルハライドランプ１２が
自動車用前照灯装置本体１１に装着されて、４灯式の自動車用前照灯装置が構成される。
各メタルハライドランプ１２の発光部は、自動車用前照灯装置本体１１のリフレクタ１１
ｂ、１１ｃの焦点にほぼ位置する。
【００８８】
　点灯装置１３Ａ、１３Ｂは、金属製容器１３ａ内に収納されているとともに、メタルハ
ライドランプ１２を付勢して点灯させる。
【００８９】
【発明の効果】
請求項１の発明によれば、耐火性で透光性の気密容器の内部に５ｍｍ以下の電極間距離で
一対の電極を対向して封装し、 ＳｃおよびＮａを主発光物質としてＳｃハロゲ
ン化物およびＮａハロゲン化物を含む第１のハロゲン化物、Ｍｇ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｚｎ、Ｍ
ｎ、Ｒｅ、Ｇａ、Ｓｎ、Ｆｅ、Ａｌ、Ｔｉ、ＺｒおよびＨｆのグループから選択された一
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種または複数種からなりランプ電圧形成に寄与する第２のハロゲン化物、ならびに温度２
５℃で５気圧以上のキセノンを含んで気密容器内に封入されていて、いずれも質量で表し
たときのＳｃハロゲン化物の封入量をａとし、Ｎａハロゲン化物の封入量をｂとしたとき
、ａ／（ａ＋ｂ）が下式を満足するとともに、水銀を本質的に含まない 、安定時にラン
プ電力が６０Ｗ以下で点灯することにより、発光効率を高くするとともに、ランプ電圧の
低下が少なくて、かつ、光色が良好

自動車前照灯用として好適
なメタルハライドランプを提供することができる。
【００９０】
　　　　　　　　　　　０．２７＜ａ／（ａ＋ｂ）＜０．３７
　　　　　　　　　　　
　　請求項２の発明によれば、加えて放電媒体は、気密容器のｍｍ３ で表した単位内容積
に対する第１のハロゲン化物および第２のハロゲン化物の合計が０．００５ｍｇ／ｍｍ３

以上であることにより、光束立ち上がりを早くしたメタルハライドランプを提供すること
ができる。
　　請求項 の発明によれば、加えて放電媒体は、気密容器のｍｍ３ で表した単位内容積
に対する質量で表したときの第１のハロゲン化物および第２のハロゲン化物の合計をＡ（
ｍｇ／ｍｍ３ ）としたとき、Ａが下式を満足することにより、全光束が大きいメタルハラ
イドランプを提供することができる。
【００９１】
　　　　　　　　　　　０．００５＜Ａ＜０．０３
　　請求項 の発明によれば、自動車用前照灯装置本体と、自動車用前照灯装置本体内に
配設された請求項１ないし４のいずれか一記載のメタルハライドランプと、メタルハライ
ドランプを点灯する点灯装置とを具備していることにより、請求項１ないし の効果を有
する自動車用前照灯装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明のメタルハライドランプの第１の実施形態を示す正面図
【図２】　水銀フリーランプにおいて、Ｓｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物の合計
中に占めるＳｃハロゲン化物の割合とランプ電圧、全光束および色度差との関係を示すグ
ラフ
【図３】　ハロゲン化物の総量中に占める第２のハロゲン化物の封入量をパラメータとし
てＳｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物の合計中に占めるＳｃハロゲン化物の割合と
、ランプ電圧、全光束および色度差と、の関係を示すグラフ
【図４】　第１および第２のハロゲン化物の合計中に占める第２のハロゲン化物の割合と
、ランプ電圧、全光束および色度差と、の関係を示すグラフ
【図５】　Ｓｃハロゲン化物およびＮａハロゲン化物の合計中に占めるＳｃハロゲン化物
の割合をパラメータとして第１および第２のハロゲン化物の合計中に占める第２のハロゲ
ン化物の封入量と、ランプ電圧および全光束と、の関係を示すグラフ
【図６】　本発明のメタルハライドランプの第１の実施形態における実施例の色度を比較
例１および比較例２のそれとともに示す色度図
【図７】　本発明のメタルハライドランプの第１の実施形態における実施例のａ／（ａ＋
ｂ）を変化させた場合の光束立ち上がり特性に与える影響を示すグラフ
【図８】　本発明のメタルハライドランプの第１の実施形態における実施例の第１および
第２のハロゲン化物の合計を変化させた場合の全光束の変化を示すグラフ
【図９】　本発明の高圧放電ランプの第２の実施形態としてのメタルハライドランプを示
す正面図
【図１０】　本発明の自動車用前照灯装置の一実施形態を示す背面方向から見た斜視図
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になり、しかも第２のハロゲン化物の封入量をｃとし
たとき、ｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）が下式を満足する適量範囲内に低減することにより、ランプ
の発光効率を高くして全光束を高い値に保持するとともに、ランプ電圧を所要値以上に維
持することができ、ランプ電流の増加を抑制して点灯回路の設計を容易にすることができ
、かつ、色度差を許容範囲内に維持して良好な光色が得られる

０．１＜ｃ／（ａ＋ｂ＋ｃ）＜０．４

３

４

３



【符号の説明】
　　　１…気密容器、１ａ…包囲部、１ｂ…封止部、１ｃ…放電空間、２…封着金属箔、
３…電極、３ａ…軸部、３ｂ…アークの起点となる先端、３ｃ…基端部、４…外部導入線

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

(15) JP 4037142 B2 2008.1.23



【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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